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一　般　質　問

質

質

　

市
や
市
民
に
与
え
る
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

市
発
注
の
工
事
単
価
は

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
単
価
決
定
時

の
市
場
単
価
の
採
用
の
問

題
点
は
な
い
か
。

　

市
の
発
注
す
る
工
事
単

価
は
、
国
土
交
通
省
が
公

表
す
る
積
算
基
準
を
参
考

に
、
県
土
木
建
築
部
が
策

定
し
た
土
木
工
事
標
準
歩

掛
に
基
づ
い
て
適
正
に
積

算
し
て
い
ま
す
。

　

積
算
で
の
市
場
単
価
の

採
用
は
、
積
算
の
機
動
性

の
確
保
や
、
元
請
、
下

請
間
の
取
引
価
格
の
基
準

　

個
人
情
報
保
護
条
例

は
、
市
が
収
集
等
し
た
個

人
情
報
を
適
正
に
管
理
、

利
用
す
る
た
め
の
ル
ー
ル

を
定
め
、
市
が
保
有
す
る

個
人
情
報
に
対
し
て
、
自

己
を
本
人
と
す
る
者
等
が

開
示
、
訂
正
等
を
求
め
る

権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
、
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
す
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

答
建
設
課
長

答
市
長

個人情報保護条例について
～ 行政と市民の考えの違いから
　　　　トラブルになることがある ～

市
発
注
の
工
事
単
価
は
適
正
か

〜 

土
木
工
事
標
準
歩ぶ

掛が
か
り

に
基
づ
き
適
正
に
積
算 

〜

佐
さ

 藤
と う

 徳
の り

 宣
よ し

清風クラブ
　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
市
役
所
に
何
ら
か
の

問
い
合
わ
せ
を
し
た
場

合
、
個
人
情
報
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
情
報
を
提
供

で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
全
体
が

情
報
化
し
、
個
人
情
報
の

流
出
が
個
人
の
権
利
・
利

益
を
大
き
く
損
な
う
可
能

性
が
あ
る
中
で
、
行
政
は

以
前
に
も
増
し
て
、
他
人

に
は
知
ら
れ
た
く
な
い
個

人
情
報
を
多
く
取
り
扱
う

よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
は
条
例
を
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

し
、

個
人
情
報
の
収
集
、利
用
、

提
供
等
、
適
切
に
対
応
す

る
責
務
を
負
っ
て
お
り
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

化
及
び
積
算
業
務
の
合
理

化
・
省
力
化
を
目
的
に
、

平
成
５
年
か
ら
導
入
さ
れ

適
用
工
種
を
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。

　

施
行
条
件
に
よ
る
差
異

は
、標
準
価
格
に
加
算
率
、

補
正
係
数
を
用
い
て
調
整

し
決
定
し
て
い
ま
す
。
施

行
条
件
の
反
映
が
不
十
分

な
工
種
が
あ
る
の
で
は
と

の
ご
指
摘
で
す
が
、
調
査

機
関
で
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
価

格
の
検
証
を
継
続
的
に
行

い
、
不
適
切
な
事
案
は
速

や
か
に
改
善
し
、
内
容
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

市内の工事現場の様子
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市民クラブ

～ 12 名の議員が市政を問う～

蝙蝠滝
※九州オルレ奥豊後コース＝ＪＲ朝地駅から竹田市の城下町まで歩くコースで、九州オルレの中でも参加者が多い人気のコースとなっている。オルレ
　は韓国済州島の方言で「家に帰る細い道」を意味する。

質

質

質

　

各
自
治
体
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
特
典
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
が
、
本
市
は

ど
の
よ
う
な
特
典
を
考
え

て
い
る
か
。

　

地
方
創
生
で
５
原
則
を

発
表
し
た
中
身
を
見
る
と

自
治
体
に
合
っ
た
ア
イ
デ

ア
に
対
し
、
国
は
対
応
し

よ
う
と
待
ち
構
え
て
い
る

と
推
察
す
る
が
、
本
市
で

の
対
応
は
。

　

人
影
も
ま
ば
ら
な
朝
地

駅
だ
が
九
州
オ
ル
レ
奥
豊

後
コ
ー
ス
の
導
入
に
よ
り
、

国
内
外
か
ら
１
万
人
の
人

達
が
訪
れ
て
お
り
、
都
会

か
ら
さ
ら
に
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
大

自
然
の
原
風
景
の
中
を
遊

び
心
で
楽
し
め
る
里
歩
き

の
道
を
新
た
に
開
設
す
る

た
め
地
域
の
人
た
ち
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

　

第
２
次
安
倍
改
造
内

閣
は
急
速
な
少
子
・
高
齢

化
の
進
展
に
対
応
し
、
東

京
圏
へ
の
過
度
の
人
口
集

中
を
是
正
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を

確
保
し
、
活
力
あ
る
日
本

社
会
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
地
方
創
生
２
法
案
を

可
決
・
成
立
し
、
地
方
創

答
市
長

　

蝙こ
う

蝠も
り

滝
は
国
の
登
録
記

念
物
と
し
て
登
録
さ
れ
た

滝
で
、高
さ
10
メ
ー
ト
ル
、

幅
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
馬

蹄
形
を
し
た
柱
状
節
理
の

絶
壁
に
滝
が
流
れ
落
ち
て

い
ま
す
。
歴
史
的
・
地
形

こ
う
も
り

答
商
工
観
光
課
長

無人駅朝地へ人の波を

～ 行政の役割部分は支援を ～

朝
あ さ

 倉
く ら

 秀
ひ で

 康
や す

ど
う
対
応
す
る
地
方
創
生

〜 

地
方
版
総
合
戦
略
に
い
つ
で
も

　
　

対
応
で
き
る
よ
う
早
期
に
作
業
部
会
設
置 

〜

生
へ
の
基
本
理
念
や
国
や

地
方
の
責
務
、
事
業
者
、

国
民
の
努
力
義
務
な
ど

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

閣
議
決
定
後
は
、
い
つ

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
早

い
時
期
に
作
業
部
会
を
設

置
し
、
市
の
実
情
に
応
じ

た
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
地

方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
県
道
池
田
大
原
線
の

早
期
開
通
を

　

秘
境
、
国
の
天
然
記
念

物
で
あ
る
蝙こ

う

蝠も
り

滝
ル
ー
ト

の
開
拓
は
。

的
価
値
の
非
常
に
高
い
地

域
資
源
で
す
が
、
現
地
へ

の
公
道
は
な
く
、
立
ち
入

り
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

蝙こ
う

蝠も
り

滝
ル
ー
ト
開
拓

は
、
想
定
さ
れ
る
問
題
に

つ
い
て
、
ぶ
ん
ご
大
野
里

の
旅
公
社
を
は
じ
め
、
地

域
の
団
体
等
が
主
体
と

な
っ
て
対
応
を
協
議
し
て

い
た
だ
い
た
上
で
、
行
政

と
し
て
の
役
割
、
支
援
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

※




